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要 約 

日本の不登校の問題を考える上で，世界の研究に常に目を向け続けることは必要である。筆 

者は1980年以降の研究の概観を行い，その継続研究として1991年の駅におよびPSYCHOLOGICAL 

ABSTRACTSの不登校に関連すると考えられるキーワードattendance, dropouts, school phobia, 

school refusalを持つ文献6カ国，44件を各国毎に分類した。今回は，その継続研究として，1 

992年の文献6カ国，61件について取り上げ分類した。 
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I‘はじめに 

筆者（1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究をふまえた上で，駅におよび 

PSYCFIOLOG I CAL ABSTRACTSのattendance, school phobia, school refusalをキーワードとする 

1980年へ4990年の400件あまりの文献を中心に，各国別，年代順に分類し，不登校研究の概観を 

行った。不登校の問題を考える上で,日本国内ばかりではなく世界の研究に常に目を向け続け, 

1年毎の形式で蓄積していくことは意味のあることであると考え，1991年の文献について継続研 

究を行った（佐藤1992b)。 

本研究は，1992年の文献についての継続研究である。学校現場においてどの程度の作業がで 

きるものなのか,文献検索をすることができるのか，ということも課題のひとつとして考えた。 

キーワード検索については，私の住む仙台では直接行うことはできず,鳴門生徒指導学会のバ 

ソコン通信「生徒指導ネットワーク」を介して検索依頼を行った。その後駅にのClJEについて 

は，ABSTRACT ま で直接文献に接して，取捨選択する形態を取った。それ以外の文献については， 

タイトル名から文献を選択し, 「生徒指導ネットワーク」を通して検索依頼をし,ABSTRACTか 

ら取捨選択する形態を取った。 

1992年の欧にでは，attendance に 関 す る文献が126件，dropoutsに関す る文献が90件， 

school phobiaに関する文献が1件,school refusalに関する文献は見い出されなかった。一方 

1992年のPSY側OLOG I CAL ABSTRACTSでは，attendanceに関す る文献が123件，dropou惚に関する 

文献が110件，school phobiaに関する文献はなく，school refusalに関する文献が2件見い出さ 

れた。attendance お よびdropoutsに関する文献では不登校との関連のあまりない文献も含まれ 

ている。ここでは61件の文献を各国別に分類し,研究の概観をすることにする。 
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~．各国における研究の概観 

欧におよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTSは，1993年現在,四半期毎に，その内容が更新されてい 

る。ここで取り上げる研究は，1993年2月末現在，欧におよびPSY朗0LOGCAL ABSTRAC器におい 

て検索した, 1992年分として含まれている文献を取り上げることにする。 

1 ．オーストラリア（Australia) 

(D .attendanceに関す る研究の概観 

Cecchettiniら（1992）によると, 320人のオーストラリアの11年生と12年生の調査から' 9年生 

と10年生の際の農業科あるいは農業の授業のある学校への登校が，農業体験への興味を増加さ 

せているという。カリフォルニアの高校生と比較すると，オーストラリアの高校生は，農業に 

対してあまり否定的な態痩ではなく，農業をーつの体験として考えようとする傾向があるとい 

う。この研究は不登校とは直接的な関連はないと考えられるが，オーストラリアとアメリカの 

高校生の意識の相違を論じている点で取り上げておくことにする。 

2．カナダ（Canada) 

(1).dropoutsに関する研究の概観 

Gadeら(1992)は, "Self-Directed Search" という調査方法によって，アメリカインディアン 

の高校生の中途退学を特定しようとしている。この研究では，596人のアメI)カインディアンの 

高校生を対象にしており，研究を行っている期間に168人が中途退学したという。 「現実的」， 

「社会的」関心を選択する女子生徒では，平均退学率が高くなり, 「積極的」な男子生徒も高 

い平均退学率を示したという。また， 「探求的な」関心のある女子生徒や「伝統的な」関心の 

ある男子生徒では，平均退学率が最も低かったと述べている。 

WI lsor(1992）は，特別保留地域の初等学校から都会の公立学校へ転入したカナディアンスー族 

の23人の体験を調査した民族学的研究を行っている。これらの生徒たちは，人種的偏見，教師 

からの期待の低さ，孤立,欲求不満，文化的葛藤を持つ級友からの理解不足に見舞われたとい 

う。18人の生徒が中途退学したと述べている。 

3．イスラエル（IsraeD 

(D .dropoutsに関する研究の概観 

Horowi tz( 1992）は, イスラエルの4つの中等学校の9年生と10年生から質問紙法によりデータ 

を収集している。ここでは，在学中の行動をもとにした態度と能力の調査を通して，潜在的な 

中途退学を特定することが可能かどうか,教養学校，職業学校，農業学校，総合学校の異なっ 

た教育環境の中途退学をした生徒と，継続して登校する生徒の間に違いがあるかどうかを調べ 

ようとした。中途退学の行動を起こす以前においてさえ，継続して登校している生徒と中途退 

学をする生徒との間には大きな違いが見い出されたという。職業学校，総合学校,農業学校の 

中途退学者は，継続して登校している生徒に比べて，AncMrsonの離間尺度の 自己疎外感，無意 

味さ，不法行為について，プラスの得点をしているという。教養学校では,中途退学者は，学 

校不安尺度で,プラスの得点をしているという。 

-130 -



Li．日 本（Japan) 

(1).school refusalに関する研究の概観 

本城ら（1992)‘あ 白本における登校拒否の条件を述べ，日本に特有な臨床的実在として， 

登校拒否の概念を保持することは臨床的に有効であると論じている。1960年以来の患者数の増 

加のために，日本では登校拒否は現代の児童・青年期精神医学の関心の的であるとしている。 

児童・青年期精神医学の臨床的実践において，登校拒否は，最も一般的な診断であるという。 

しかしながら，精神医学の国際的な分類での症候群あるいは疾患の診断分類としては，登校拒 

否は取り上げられていないと述べている。登校拒否は,次の2つのカデゴリーに分けることがで 

きるという。一つは,若年の子供のタイプで,分離不安によって特徴づけられ,いまーつは， 

自己修養の問題によって特徴づけられる典型的な青年のタイプであるという。そして青年のタ 

イプの特徴的な徴候が概観されている。 

なお,本件はattendanceに も関わるものであるが，このキーワードにおいて取り上げた。 

school phobia, dropoutsに関する研究は欧におよびpsy側OLOGにAL ABSTRACTSにおいては見い 

出されなかった。 

5．アメリカ合衆国（United States of America) 

(1).attendanceに関す る研究の概観 

引ase rら（1992)は,カンザス州ウィチッタの初等オルタネイティブスクールに登校した163人の 

生徒の中等学校およびそれ以降の到達状況について，186人の普通の生徒と比較して報告してい 

る。それによると，オルタネイティブ教育の介在は，学校教育課程での生徒の学業達成や卒業に 

肯定的な影響を与えているという。また，親の関与も生徒の成功には共通で重要な要因である 

と述べている。 

Veatherstone ら（1992)は，両親の揃った家族，再婚した家族，片親だけの家族の6年生から9 

年生の530人の生徒の，学校での態度や成績の違いについて分析している。それによると，両親 

の揃った家族の生徒は，再婚したり，片親だけの家族の生徒に比べて，欠席や遅刻をほとんど 

せず，比較的高い平均成績点を取っており,ほとんど教師から肯定的な態度評点を得ていると 

いう。 

Monroe ら（1992)は，対人関係への不安と高等学校からの退学を決定したこととの関係を論じ 

ている。第1年目，1,426人の高校生が,対人関係への不安についての個人報告を行い,それ以 

降にもこれらの生徒の追跡調査を行ったという。調査研究によれば,他人との対人関係に大き 

な不安を持っている生徒は，高等学校から中途退学をする傾向が高いと述べている。なお，こ 

の研究は，dropoutsにも関わるものであるが，ここで取り上げた。 

円tzpatr I ckとvoels(1992）は，1980年の高等学校中途退学率に関する州政策，社会人口統計 

学的構成，学校の構造について調査研究している。その報告によれば,生徒の平均登校率を高 

めるための教育的支出は，退学率を低下させる，間接的な効果を持つとしている。家族の構成 

は，学校の構造と退学率のいずれに対しても重要な予見要因となるものであると結論づけてい 
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る。なお，この研究は，dropoutsにも関わる研究であるが，ここで取り上げた。 

Richmanら（1992)は，二つの例において母子相互関係を比較研究している。ここでは，(1)母 

親の反応は，会話による相互作用の習慣における文化横断的な相違によって影響され,(2）学校 

教育での母親の段階における文化内相違によって影響されるという仮説に基づいて研究を進め 

ている。（1）の母子相互作用については，ケニアの母親とボストン校外の母親のものが一例，( 

2)については，9年生まで登校し同様の文化的な背景の低所得であるメキシコのクェルナバ力で 

の母子相互作用と母親の教育的到達度との関係を比較研究している。母親の反応は，文化的背 

景と学校の成績から影響されていることがわかったと述べられている。 

Ca le( 1992）は，生徒の都合に合わせてカIキュラムがある程度変更可能なサマースクールに 

よる,危機的状態にある生徒の動機づけについて論じている。生徒が履修単位を取り戻すのを 

援助するための伝統的な治療的サマースクールの教育課程では，成功するのに限界があるとい 

う。あるミズーリ州の高等学校の危機的状態にある生徒が，その前の学年において落としたコ 

アカJキュラムの課程の履修単位を獲得する契約をしたという。このサマースクールでは生徒 

は自分の都合に合わせて，6週間少なくとも30時間は登校しなければならなかったという。この 

期間を通した履修課程の成功率は，90％だったと述べている。 

Katsiyannis(1992）は,後天性免疫不全症候群（エイズ）の子どもに対する州の登校政策を評 

価している。ほとんどの州は，普通学級にこれらの子どもたちを登校させ，衛生状態と公衆衛 

生の予防的な方法を用い，保健所の職員の関わりを含めた点を強調した政策を，適切なものと 

して展開してきていると述べている。 

'lales( 1992）は，国家的な医学,教育団体により登録され刊行された,報告書について述べて 

いる。これは，青年の健康状態の悲惨な状況を描き出し，危険な傾向を改善するための遠大な 

対策を勧告しているという。登校,学業成績,自殺，薬物乱用，飲酒，運転，校内暴力，殺人， 

妊娠,未婚の10代の出産，性病，犯罪,逃走のような社会経済的問題を含むあらゆる若者の 

問題を提示している。その報告の結果分析では，アメリ力の社会の厳しい状況を浮き彫りにし 

ている。 

Lavigneら（1992）は， 若年性慢性関節リウマチのひどい痛みの子どもに対する，心理療法の手 

続きの有効性を調査している。9歳から17歳の対象者のうち，4人の子どもは速攻性の治療処置 

群に'4人は遅効性の治療処置群としたという。6部分の治療処置には，弛緩訓練,馴G，子ども 

のための熱的バイオフィードバックが含まれている。－方,身体的な療法および登校について 

の行動上の技法を用いて，母親は訓練を受けたという。その結果は，若年性慢性関節リウマチ 

の患者への心理的な支えを多少は提供したと述べられている。 

Phelpsら（1992)は，7年，8年, 9年を修了した70人の白人の生徒の登校状況，自尊心，成績， 

特別な教育治療サービスの提供に関して，原級留置と転校についての長期的効果を研究してい 

る。データは，配置された後の5年から10年の間に収集されたという。原級留置された生徒，転 

校させられた生徒，普通の仕方で次の学年に進級した生徒のそれぞれの対象者について,比較 
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がなされている。特別な教育治療サービスの提供を受けていない対照群とは，原級留置および 

転校の群はかなり異なった結果になったという。原級留置も転校も対象者の学力不足を解決す 

ることにはならないようであると述べている。 

Truesde 目とAbranison(1992）は， 33人の3年～9年の中度障害の生徒の教師報告の学級での行動 

と最終学年との関連を調査研究している。基本的な段階での家庭学習以外の学習態度，中学校 

段階での書く作業の正確さ，登校状況には顕著な相関が見い出されたとしている。これらの生 

徒のうちの13人と10人の通常の小学校の児童との間では読み取りの得点で著しい差異が見られ 

たという。中学校段階では,これらの生徒は学力的には通常の生徒と同様にうまくやっている 

と述べている。 

Sandefur ら（1992)は，高等学校卒業に関する家族形態の効果を調べるために，14-'--21歳の 

5,246人の若者の1979- 1985年のデータを用いている。対象者が，片親,実父（母）と継母（父）, 

両親がいないに関わらず, 14歳に両親と暮らしていない対象者は,高等学校卒業について否定 

的な結果に至っているという。14歳～17歳までの家族構造の変更も同様の結果になっていると 

いう。高等学校卒業に関する家族形態の効果は，収入や社会的心理的特性の統制後も持続する 

ものであり，大学に進んで欲しいと望む親がいると認識することが，高等学校の卒業と大学進 

学の可能性を増すことになると述べている。 

Madden ら（1992)は,多くの不利な立場に置かれた生徒に対して行われた初等学校での読解力 

やその他の学力をつける「全ての者に成功を(Success for 川D」という学校規模の再構成され 

た教育計画について述べている。この計画は，調査に基づいた就学前および幼稚園の課程を利 

用し，1-s年の読解力の課程から初め，到達度の低い児童には個別指導を行い，家族による援 

助課程などを含んだものであるという。メリーランド州バルチモアの5つの学校で，この内の4 

校が3年間，1校が4年間，研究を続けたという。この計画に関わった児童の15.7xが1年分だけ， 

3.9％が2年分だけ低い読解力段階であり，統制群の学校では,38％が1年分だけ,n.7％が2年分だ 

け低い読解力段階であったという。特に事前テストで最も低かった25％の児童に最も大きな効果 

が見られたという。原級留置も減少し，登校状態も改善されたという。なお,この計画と関連 

して，Do Ianと Haxby( 1992)も家族支援チームの観点から論じている。 

'‘危機に頻した危機的状態にある若者（At-Risk Youth in Crisis)" (1992)では，登校状態に 

対する目下の危機的状態と長期にわたる不登校の予防方略への指針が示されている。不登校の 

生徒についての情報が取り上げられ，長期欠席の理由と影響が述べられている。更に怠学者の 

特定と評価，介入のためのモデルの展開について，考察が述べられている。登校政策とその進 

め方，登校問題に関するオレゴン州の法律についても取り上げられている。 

(2),dropoutsに関する研究の概観 

TohyとArmor( 1992）は，伝統的な治療あるいは動機に対する既成概念から,最近の例えばウエ 

ストヴァージニア州の「‘m school no drive’法」のような，中途退学を消極的な意味で受 

け入れている高等学校の中途退学予防の方略を追跡研究している。教育の重要性を了解した後 
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で，学校に自発的に戻ろうとする生徒達には，一般教育発展計画（General Educational Dc-

veiopment Program）が役立つとしている。 

Braun(1992)は， 特に危機的状態にある生徒の中で，科学技術の学習に進んで取り組むことが 

学習を促進しているということを示す「教育の『展望；TEST』研究での科学技術のための 

国際社会」から調査研究を行っている。教育の‘同じものを創造する場としての工場’と‘個 

人’の実例を比較している。危機的状態にある生徒による科学技術の活用の:3つの実例をここ 

では提供している。また中途退学の経済的な影響と学校の再構成を論じている。 

Hanny( 1992)は, 10代の若者達が経験するかも知れない問題と関連する125のフィクションと 

ノンフィクションの‘'stress co目ect ion'’という高等学校のライブラリーを記述し,これらの 

多くの内容に対して簡潔な注釈をつけている。これらの中には，学習やその他の不安，危機的 

状態，中途退学，薬物とアルコール，家族，健康，病気と死，妊娠，性的虐待,自殺の各内容 

が含まれている。 

Sm i加ら0992）は，高等学校における中途退学の可能性に対する,生産的な活動を促進する社 

会的な相互作用の人的資本と社会資本の効果を評価している。ここでは， 「高等学校およびそ 

れ以降」というデータの組合せを用いている。人的資本と社会資本の組合せによる効果で，か 

なり中途退学の可能性が減少すると述べている。 

Tebes( 1992）らは，形態的な追跡研究を続ける上で対象が次第に追跡できなくなるということ 

から外的妥当性があるかどうかの検出において用いられる等級，評価される内容,尺度および 

統計分析の中での関係を調査研究している。この中には，連続した2年間において，全課程を履 

修した4,819入と1,897人の中途退学者を調査研究の対象としている。 

Baldwinら（1992）は， 学校管理者が，その地域の中途退学計画に対する理解を増やし，中途退 

学を減らすためにどのようにすることができるのかについて概観している。地域のデータの分 

析，潜在的な危機的状態にある生徒の早い時期の状態の追跡，選択的な教育課程の創造，学校 

環境を改善するための改革，生徒評価の新しい形態の立案をここでは行っている。 

McCa川ら（1992)は，高等学校及びそれ以降に関する研究を行っているが，1986年の587人の中 

途退学者と高等学校を卒業した2,048人から体験を採集している。卒業後のLi年間の自己評価, 

アルコール使用，政治的社会的参加の度合，職業に対する満足,目下の職業の給料，仕事に就 

いていなかった期間，いままで就いた職業の数について特に比較している。人種，都会化の程 

度,地域，社会経済的状態，学業成績を一定にして,これらについての中途退学の相違点を多 

重回帰分析によって定めようとしている。多くの個人的,社会的適応尺度では,卒業した者と 

中途退学者とは中等学校教育後の教育を受けていないという点で異なっていると述べている。 

また男性と女性の中途退学者では，異なった個人的,社会的，経済的体験を示していると述べ 

ている。 

WeinbergとWei nberg(1992)は，危機的状態にある生徒とその生徒たちを学校にとどめておこ 

うとしている教育者の方法との間の,複雑な関係を明らかにしようと試みている。特異的，社 
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会文化的,および制度的な側面の3つの異なった展開によって生徒の問題を調査研究している。 

学習，不適切な行動，抑うつ状態,長期欠席，怠学という一般的な生徒の問題を評価している。 

Kozma と Croninger(1992)は，環境と科学技術が学習を促進する方法について論じている。危 

機的状態にある生徒の認知的必要性,動機づけとなるのに必要なもの，社会的必要性を考察し 

ている。落第の背景となる原因，危機的状態にある生徒の学習を改善する科学技術の方法，い 

かに科学技術が学校の再組織を促進するかについて，科学技術の有効利用を増していくために， 

学校が再組織されなければならないかということについて論じている。 

techman( 1992）は，国家的な教育改革の対象になっている，学習に対して何らかの障害を持っ 

ている若者の変遷の傾向を概観している。個別指導，その他の法律的進展,行動上およびIノノ、 

ビリ技術の進展,態度を変えること，連邦財政のモデル提示の影響について取り上げている。 

また，州毎に生徒が学校を去っている理由を列挙している。 

Led I ow( 1992)は，ほとんど調査からは証拠がないにもかかわらず，アメリカインディアンの高 

い中途退学率に対する説明として，家庭と学校の間の文化的な不連続性を，アメリカインディア 

ンの中途退学に関する多くの文献では認めていると述べている。文化および教育課程改革につ 

いての排他的な焦点のあて方が，経済的社会的な構造がより重要な要因であるかも知れないと 

いう可能性を暖昧にしていると述べている。 

CurreyG 992)は，ワシントン州の教育長の学区間学校選択についての考え方と，その有利な 

点と不利な点についての認識に関する調査研究を行っている。高い中途退学率の学区の教育長 

が一層援助の必要があるにも関わらず，98人の教育長が一般に学区間選択を支持しない回答を 

していると述べている。 

LeeとDavid(1992）は， 中途退学に対する選択肢として，転校という行動を示した，疎外と離 

脱の反応での，生徒の学校の行動について考えられる連続性について研究を行っている。1 ,54 

3人の中途退学した生徒と792人の別の学校に転校した生徒と，同一の高等学校に2年間一緒に過 

ごした17,988人の生徒とそれ以降の追跡研究のデータが比較されている。公立学校と力ソリッ 

ク系の学校の操作上の差異の比較では，危険度と怠学の尺度がいずれにおいても中途退学の行 

動と転校の行動を予測させるものであると述べている。カソリック系の学校での大変低い中途 

退学率は，カソリック系の学校から公立学校への比較的高い転校率によって，部分的には説明 

できるかも知れないとしている。結果によれば,不満のある生徒に対する選択的な教育環境を 

提供することによって，移行する（dropping down）ことが，中途退学することを減少させるも 

のであるかも知れないとしている。 

Fiayward(1 992)は，鍵となる介入方略として，中途退学を予防し，モデルを再立案するアメリ 

力合衆国教育省実施計画における12のプロジェクトのうち，4つのプロジェクトの評価を行って 

いる。4つのプロジェクトの簡単な記述が行われており，このプロジェクトの実施と最初の2年 

間の生徒の成果との関係を論じ，肯定的な体験と関わった者への成果となると考えられる各プ 

ロジェクトの側面の観察を行っている。4つの内の3つは中途退学予防モデルであり，その二つ 
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は田gh Schoo]/Penins川a AcademyモデJレ，第3のものは,COFFEEプロジェクト(Cooperative 

Federation for Educational Experiences）である。また,危機的状態にある若者に対するもの 

で，最初は学習不能を伴う中等学校の生徒に行われた国家普及ネットワーク確認プロジェクト 

（駅ADS心aidance in Retraining Adolescent Dropouts）であるという。より高い学年,より多 

くの履修単位の獲得，教育課程の失敗がほとんどなく，肯定的な生徒の認知が，このプロジェ 

クトの成果にはあったという。肯定的な成果は,オルネイティブスクール，比較的小規模の学校 

環境,比較的支持的な雰囲気によると述べている。 

Bel Ionら（1992)は, 1984年のテネシー州の統合教育改革に基づく, 1988年の法律の施行の必 

要性の評価を行う上で,テネシー州の学校の進捗状況を決定するために行われた，1991年から 

1992年の研究の結果を報告している。初等学校の生徒では，学業成績の改善，学習機会の拡張， 

危機的状態にあったり中途退学したりする生徒の減少，親の関わり合いの改善が見られたと述 

べている。必要性の評価の過程は，教育計画の目標と，改善されたすべての教育上の努力と一 

致しているという。 

教育成果中央センター（NCEO)0 992)は，1990年に大統領と各州の知事によって求められた6つ 

の教育目標のうちの2番目の目標に関して，学習不能の若者についての情報に光を当てるために 

この報告を作成している。2番目の目標は， r20oo年までに,高等学校の卒業率を少なくとも 

90％まで上げよう」というものである。現在，学習不能の生徒の中途退学率は，学習不能ではな 

い生徒の中途退学率よりも高い率を示しているという。学習不能の生徒のうちわずか55％の者が 

修了し，32帯が中途退学, 4％が停学または放校,7％が年齢限度に達するという。この報告は，学 

校に復学しようとしている学習不能の中途退学者の発生率，修了率と退学率を追跡する方法， 

必要な情報について述べている。 

ニユーョーク市教育委員会によるメトロポリタン・コーポレイト・アカデミーに関する論文 

G992)では,危機的状態にある生徒のために立案された，ニユーョーク市立学校を含む個人と 

公的機関の結合プロジェクトであるオルタネイディブ公立学校について述べている。ニューョー 

ク市の高い中途退学率と，伝統的な学校体制の教育計画の大部分の断片化された性質を取り上 

げている。先ずこの学校は，早期の介入，成果に基づくjjリキユラム，評価を提供していると 

いう。更に生徒と教職員の自己評価と，それによって実現しようとすることになる環境として, 

この学校はデザインされているという。生徒が事務的財政的奉仕，公共的奉仕，最も望ましい 

体験に基づいた教育による企業家精神において弓は受ける役割が分かる目標についても論じて 

いる。カJキュラムの概観の節では,経験的な要素すなわち経歴診断と外部の学習プロジェク 

ト，生徒の学習成果の結果として立案された家庭内学習基本単位,職業上,文化上，健康面上 

の関連する方策と教育計画の領域，初めの二つの要素を論じるために補充される方策，という 

三つの学習要素での高等学校履修単位を含む教育計画を取り上げている。 

Frank] i n(1992)は,平均年齢17歳の102入の中途退学者のそれぞれの行動上の特徴や家族形態 

を調査研究している。対象者の96%は白人，57%が男子である。これらの対象者は，ソーシャル 
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ワークの大学院と提携しているオルタネイティブスクールの関係者であり,行動，社会，学業の 

さまざまな尺度で評価されたという。最も頻発する障害は，物質乱用障害で，対象者の28％が二 

重の乱用の診断を受けていると特定されたという。多くの対象者は，肉体的，性的虐待を受け 

ていたという。家族の慢性的な機能障害，親の物質乱用,家族の不和，自分の能力以上の達成 

という家族形態が共通しているという。それぞれの尺度からの結果を臨床的な面接により確認 

している。ソーシャルワーカーのこれらの対象者及び家族に対する活動に対して，実際的な勧 

告が行われている。 

Me in ickら（1992）は，対抗運動競技参加の教育的効果について調査研究している。1980年に 

4年制大学の2年生であったもの,および1982年に専門課程（3,4年）であった3,686人の小数民族 

（黒人,スペイン語系）の若者を含む，14,366人の若者の質問紙法に基づく2年間の縦断的分析 

に基づいてこの研究は行われている。一般に運動競技への参加は人気を高め,教科外活動へ一 

層参加する要因となるが，学年や標準化されたデストの得点とは無関係である。都会，準都会, 

田舎という学校の配置により，運動競技への参加は,若干の小数民族の若者の低い甲途退学率 

とはかなり関連するという。高等学校の運動競技への参加は,専門課程の年での教育的期待と 

は無関係であったという。研究結果から，高等学校の運動競技参加は，多くの小数民族の若者 

の社会的な方策であるが，他のものにとっては，わずかな教育的な方策に過ぎないという。 

KiuwinとKel ly(1992）は,地方の公立学校の教育課程で生徒数の漸減に相関するものを研究し 

ている。研究の初めに，8年生から10年生の451人の襲唖の生徒の例から，生徒数の漸減と背景 

となるものの予備的な研究を行ったという。普通教育で生徒数の漸減を予測させる幾つかの人 

口統計学的特色，地方の教育的価値，個々人の能力を含む同様の要因の多くを聾唖教育におい 

ても適用できるということが結論として得られたという。データに記された地域変数によると， 

教育の地方での価値は，聾唖者に対する地方公立学校の教育課程での生徒数の漸減に影響を与 

えるということを示唆しているという。 

Prater( 1992）は，15歳から19歳の10人のアフリカ系アメリ力人の，母親となっている青年女 

子の学校体験を調査研究している。大部分の対象者は教育を受けたいという強い願望があるに 

も関わらず,基本的な文法的な力や言語力すらほとんど身につけてはいないという。自己報告 

された評点から,対象者は学業成績での援助を必要とし,教育的な欠損が妊娠以前に存在して 

おり，特に特殊教育の生徒であった2名の対象者では必要であったということが示されたという。 

すべての対象者には，中途退学の危機にあると考えられるという。これらの生徒を学校にとど 

めておくための考えられる方策には，学校を基盤とした相談所，教授訓練，性教育，学校地域 

社会の援助が含まれると述べている。 

Korter I ng(.1992)は，学習障害とされた中途退学をした者と卒業した者について，識別するた 

めの一次判別関数の有効性を研究している。判別式は,生徒の人種，読解力，家族がそろって 

いるかどうか，家族の社会経済的状態，転校の有無，学区で伝えらてきた考え方という6つの変 

数から構成されている。学習障害の生徒のうち，183人の中途退学者と84人の卒業生の違いは, 
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集団間の判別式を十分満たしているとしている。集団の差異に基づいて，中途退学者の83%，卒 

業生の46％を正確に判別式は分類しているという。これは全体の7鱗の割合である。関数に最も 

寄与する要因は，学区で伝えられてきた考え方，転校の有無，家族がそろっているかどうかで 

あるとしている。 

We i tzmanとsiegel(1992)は，欠席率と中途退学率を減らす目的での懲罰的で否定的な強化や 

欠席や中途退学の徴候に焦点を当てたアプローチを問題にしている。過剰な欠席や中途退学の 

もとになったり，あるいは関連する身体的，心理的，教育的，社会的な作用を取り上げずに, 

生徒に登校や授業を全うすることを求めることは,学習機能や知的好奇心を改善したり，社会 

的に価値のある利得や価値のある行動，態度となるとは考えられないという。もし，学校にい 

る生徒に対して，効果的な教育相談や健康に開するプログラムが適切になされるならば，過剰 

な欠席に関わる危機や機能不全的な行動に対する効果を,登校することが及ぽすかも知れない 

という。また，健康管理をする者は，学校にいることや成功することを促すことが，学校の特 

質であることに気が付かなければならないと述べている。 

McLaughlinとVacha( 1992)は 危機的状況にある生徒と関わる学区を援助するのに役立つ文献 

を概観している。危機的状況にある生徒の典型的な学級や社会的な特徴が述べられている。教 

育者が学習上及び社会的な欠陥を改善し，危機的状況にある生徒が中途退学をするのを防止す 

ることを支援するためのモデルプランが述べられている。 

Ga r iba Id i ( 1992）は，アフリカ系アメリカ青年の社会的，経済的，教育的環境の現在の傾向に 

ついて論じている。1987年のニユーオリンズ州のデータによれば，生徒の86%はアフリカ系アメ 

リ力人であり，黒人男子は，進級しなかった者のうちの58%,停学者の65%,除籍者の80%，中途 

退学者の45%であったという。白人の級友による否定的な圧力によって,黒人男子の成功への道 

が絶たれる傾向があり,運動面で優れた者に対してと同様に，学習面で攻勢をかけられること 

になるという。黒人男子が直面する社会的心理的ストレスをより少なくするために，両親，地 

域社会，教育者はより多くのことをなさなければならないとしている。黒人男子のことを述べ 

るのによく使われる否定的なステレオタイプを内面化し，客観化されることにも教師はさらさ 

れているという。教師は学習面で肯定的なフィードバックを生徒に与えなければならないと述 

べている。 

Ens而nge rとSlusarcickG992)は，中途退学の危機にある都会出身の1,242人の黒人の高校1年 

生について,卒業あるいは中途退学に至る過程を調査研究している。学籍のある者の半数以上 

が卒業しなかったという。1年での成績，家族環境，教育上の希望や期待について,卒業生と中 

途退学者との比較がなされている。1年生での低い評点や攻撃的な行動から，男子はその後中途 

退学に至っているという。母親の教育への影響と貧困が，それぞれの特性の相互作用を深める 

ことになるという。学業成績と卒業との関係は，貧困ではない者の場合ほどには,貧困な者の 

場合，その結び付きは強くはないと述べている。 

円guei ra刑cDonou帥(1992)は,デトロイト市のデータから地域社会の特徴と中途退学率の関 
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係を調査研究している。中途退学率の回帰分析から，低い大人の教育，人種的差別，一家庭当 

りの子供の数の多さ，無関係な個人個人の高い割合という4つの主要な補間公式が見い出された 

という。 

国家教育統計局（NCES)( 1992)は，アメリ力合衆国全体の中途退学者数，中途退学率の調査を 

行っている。（D最初の秋期，(2）春期と秋ー春の中途退学，(3)次の秋期と秋ー春の中途退学どい 

う3つの場合も含めて中途退学を定義している。，人種，民族，男女別により，1989年秋，199 

0年春，1990年秋に7年生から12年生の生徒対象に行っている。456の転校，192の中途退学者の 

事例のデータに焦点を当てている。中途退学率は，7年生の1%から10, 11, 12年生の6％と増加して 

いると述べている。 

joseph(1992)は， 19人の都会の中等学校8年生のための12週間にわたる，中途退学予防教育計 

画を展開することにより，危機的状態にある生徒の低い自己評価の問題を取り上げている。ロ 

ールプレイ，生活設計，自己決定や問題解決を生徒が学び取れるようにするブレインストーミ 

ングのような技術訓練，基礎的技術の改善,家庭内指導者・被保護者の教育計画,親と教師の 

関わりという基本的な方略を用いていると述べている。 

国家教育統計局（NCES)( 1992）の報告によると，公立学校の98％の白人生徒，力トリック系の8 

年生の1/3以上，独立学校連合（NA IS）の25％以上は，公立あるいはその他の私立学校へ転校した 

という。8年生全体の約醍は，10年生の春までに中途退学したという。大部分の生徒について， 

8年生から10年生の間での変更は，学校の変化や新しい教育環境に直面することになり，転校し 

た形態と可能な収入の違いが主要な関心の的になっているという。1988年にL052校24,599人の 

8年生，1990年春に追跡調査で17,242人の生徒が調査対象になっている。 

PengとLee( 1992)は，この国家教育統計局による1988年の国家教育縦断研究のデータを用い, 

危機的状態と人口統計学的特徴との関係を論じている。1,052校24,599人の8年生のデータから, 

学習において危機的状態にある生徒は,少数民族,都会に住む生徒に多いという。このことか 

ら，これらの生徒に対する教育への改善努力が更に必要であると述べている。 

同じデータを用いた研究は，Kaufman ら（1992）によっても行われており,低い社会的経済的背 

景にある黒人，スペイン語系アメリカ人，ネイティブアメI)力ンが危機的状態になりやすいこと， 

男子の8年生が，低い基礎学力になりやすいが，中途退学はあまりしないという。男女別および 

社会経済的な条件を統制すると，黒人とスペイン語系アメリカ人の中途退学率は白人の場合と 

ほぽ同じになるという。しかしこのように統制しても，基礎学力は白人よりも低くなる傾向が 

あると述べている。 

Conant( 1992)によると，危機的状態にある生徒は学校から疎外されていると感じており，教 

育改革によって生徒を援助する場に学校をするのに役立つかも知れないという。危機的状態に 

あるとされた多くの生徒が高等学校を中途退学する一方，その他の多くの生徒が学校から押し 

出されていると言えるという。これらの生徒は学校に留まり卒業したいと望んでいるが，学校 

を去るようにという圧力を感じているという。妊娠した生徒は教職員から暗に学校を去るよう 
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にという圧力を受け，登校政策は学校を継続することを妨げ，医学的な問題や養育上の問題が 

学校に戻ることを妨げることになるかも知れないという。中途退学率に目を向けると，伝統的 

な教育体制では,およそ25％の生徒には失敗であると考えられるという。オルタネイディブスク 

ールにより提供される学校環境が生徒の自己評価を改善し,中途退学率を減少させ,生産性を 

向上させるという。オルタネイディブスクールにとって，自己評価に没頭させることが重要な要 

素であり,適切で有効な態度による教師モデルが今一つの重要な要素であるという。学級の生 

徒数を限定し,教師を慎重に選定し，柔軟性があり，報酬と懲罰が教師生徒関係を支配するよ 

うな伝統的な学校モデルを避けることが，危機的状態にある生徒を学校にとどめ，自己評価や 

学力を高めることにつながると述べている。 

Frost(1 992）は，危機的状態にある生徒の最近の連邦政府と州の法的な定義を取り上げ，様々 

なタイプの定義の法的な分析を行っている。危機的状態に対する教育計画の歴史的な概観から 

異なった教育計画での様々な教育構造を調査している。更にその背景となる社会構造，このよ 

うな教育観による帰結についても検討している。 

デキサス州教育局による「1990- 199 1年の公立学校中途退学率報告」(1992)では，連続30日 

以上欠席した7年生から12年生のデータを用いている。州全体の中途退学者数，人種，学年によ 

る数,中途退学の理由，今後の傾向などを論じている。デキサス州の学校では，1987- 1988年 

以来，1年当り16％ずつ中途退学者が減少し続けているという。中途退学率は過去3年間で41 .2% 

改善されたという。 

Baecher とCicchel 1 1(1992)は，少数民族の生徒の集中したイーストハーレムとサウスブロン 

クスのニューョーク市学区とフォードハム大学との間で行われてきた教育計画に関する事例研 

究を論じている。この事例研究は，計画の6年目に行われている。その結果によると，長期欠席 

は，1986年の平均41日から1991年末の21日に減少し,危機的状態にある子どもの家庭環境は無 

視できるほどになったという。また親の教育に対する関与がかなり増してきているという。 

(3).school phobiaに関する研究の概観 

Fear- Femら（1992)によると，数学，科学，コンピユータ,その他の科学技術応用の授業で, 

女性は,十分に自分の考えていることを表現していないという。最近10年間の調査によれば， 

数学，科学，科学技術での女性の関わりの不足に影響を与えるある種の要因が特定されてきて 

いる。これらの要因は，必ずしも次のものに限定されないが,イメージと期待のステレオタイ 

プ，自信の欠如，仲間の圧力,学習環境，教官の態度,女性の役割モデルの欠如，関連を見る 

ことができないこと，帰属スタイルあるいは個人の貴任,動機の欠如が含まれている。これら 

の問題には，次のような方略を提案することができる。（Dステレオタイプを払拭するための親， 

教師，力ウンセラーの努力，Q）自信の改善，(3）数学や科学の授業でうまくいくことによって 

仲間たちの評判を得ることができるという面で，仲間たちの圧力を利用すること，(4）学習環境 

の向上，(5）教師の態度の均質化，(6）女性の役割モデルの準備，(7）実生活での応用を伴う授業 

の提示による関係の改善，(8）帰属スタイルの調整と個人の責任を教え込むこと，(9）動機づけ， 
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以上9つの方略であるとしている。 

(4) .school refusalに関する研究の概観 

BernsteinとGarfinkel (1992）は, 9年生から12年生の918人の学生（一般群）と，8.6歳から 

17.6歳の86人の登校拒否の学生（臨床的群）とを対象に研究し改訂された，不安に対する視覚 

的な類推の心理測定についての性質について調査研究を行っている。この研究は1991年の不安 

と抑うつ状態に対する臨床的自己報告尺度に関する研究に続くものである。内的な一致につい 

てのテストによれば,それぞれの項目が十分な内的信頼性を示しているとしている。臨床群に 

おいては，その他の不安測定手段との関係が適切であり,新しい測定手段の内的な妥当性を支 

持するものであるという。因子分析によれば，前兆‘分離不安，達成不安，不安に対する情動 

反応という3つの臨床的に意味のある因子を特定したと述べている。なお,今回の研究では，D 

SM - IIIーRとの関連については述べていない。 

6．イギリス（England) 

0 ) .attendance に 関す る研究の概観 

Southworth( 1992)は，中等学校3年生と4年生の122人の継続的な欠席者と25人の欠席していな 

い者について登校状況の分析を行っている。分析から欠席者はかなり不安定で意志が強く短気 

であり,教師や級友と希薄な関係であったという。欠席者は，伝統的,制度的，心理的，一般 

的という4つの欠席群に分けられるとしている。伝統的欠席者はその他の群よりも，内向的で級 

友との関係が希薄であり，制度的欠席者は欠席しない者も含む全ての他の群よりもかなり外向 

的で不安水準も低いという。心理的欠席者は全ての他の群より不安定であると述べている。 

Berg( 1992）は，登校に対する困難さの帰属があまりにも遠くまで及んでいると述べている。 

見かけ上の身体的疾患によって時々隠されているにも関わらず,教育的,社会的，家族的,法 

律的，医学的，精神医学的な様々な問題の指標として，生徒が訴えていることを取り上げなけ 

ればならないとしている。 

(2).dr叩outsに関する研究の概観 

Kyse Iら（1992)は，ロンドンの二つの東部地区1,556人の5年生の生徒のうち，798人から調査 

に対する回答を得，更に692人から追跡調査の回答を得たという。この結果から，学校を中途退 

学しようとした生徒は，労働者階級の白人男子の方に偏りがあったという。また，女子では, 

手仕事に関わっている者達にかなりその傾向が見られたという。かなりの比率の黒人の生徒は, 

学校にとどまっており，かなりの比率の白人の生徒は,職業に就いたという。英国における就 

学率は，日本とは異なり年齢が上がるにつれ低くなることは,先に触れた通りである（佐藤， 

1992a）。学校教育に対する位置づけの違いがあると考えられる。 

~，おわりに 

1992年のERにとPSY倒OLOG I CAL ABSTRACTSの不登校に関する研究では, 1990年まで比較的多く 

認められたニユーョーク州の『登校改善中途退学予防計画』に関連する報告が見られない。こ 
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のことは1992年の際にも指摘したが,この種類の計画は継続して行われていると考えられ，こ 

の後の動向については1993年の文献を待ちたい。1992年の文献では,国家教育統計局（託ES)に 

よる1988 -90年に行われた調査に基づく研究が数件認められる。 

1991年の研究の概観から，dropoutsも不登校の関連でキーワードとして取り扱うことにした 

が,世界の不登校に目を向ける上では,今後も取り上げる必要があるものと考えられる。不登 

校に関する研究は，school phobiaあるいはschool refusaにいうキーワードを持つ文献よりも, 

attendanceやdropoutsを キーワードとして持つ文献に次第に移行してきているものと考えられ 

る。このことは，ここで取り上げた1992年のschool phobiaに関する文献が1件, school 

refusal 関する文献が2件，attendance に 関 す る文献が17件，dropoutsに関する文献が40件と 

いうことからも窺えることである。 

佐藤（199加）に比べて，欧にとPSYCHOLOGにAL ABSTRACTSの文献に限定したことで, 1991年 

(1992b) および今回の継続研究では範囲はかなり限られたものになった。これらに限定すること 

で,冊子ばかりではなく，パソコン通信のラインを用いたデーターベース機能を介しても，文 

献の抄録までは見ることができるということではーつの方法であった。今回はこの継続の作業 

であるが，このような作業を蓄積していくことで，世界の不登校の状況の一端をとらえていく 

ことができるものと考える。また，1992年に刊行された文献の中で今回取り扱っていないもの 

については，1993年の作業において取り扱っていきたいと考えている。 

SATO,Masamichi 
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